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北海道十勝地方の２つの小学校における鳥類のガラス衝突死
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はじめに

ガラス衝突は野生鳥類の人為的事故による死因として最も重大なものの１つであり，アメ

リカでは衝突によって死亡する種，個体数の調査，および衝突の防止法に関する研究が比較

的多い（たとえばJohnson＆Hudsonl976，Kleml989，1990)．日本1号おいても，北海道

東部における鳥類の死因を調べた著者らの報告（柳川1993，柳川・渡谷1996）によると，

ガラス窓などの人工物への衝突は，人為的事故による死因としては死亡個体数の最も多いも

のであった．また，近年になってパードセーパーなどをもちいた衝突防止に関する報告もい

くつか見られるようになってきた（福本1993，辻井1995,小川1995,1997)．しかし，こ

れらの防止法をより有効に機能させるための基礎的研究は日本ではほとんど行なわれていな

い．たとえば，鳥類のガラス衝突の起こりやすさは，建物周辺の環境，特に植生や鳥類の種

構成，個体数の影響を受けると思われるが，それらと衝突の因果関係を調べた研究は，衝突

が比較的多発する建物周辺で観察される鳥類と実際にガラス衝突死した鳥類の種，個体数を

比較した溢谷ほか（1999）しか見当たらない．そこで本研究では，北海道十勝地方において

ガラスを多用した同型の建物を持つ２か所の小学校で，建物周辺の環境，鳥類群集とガラス

衝突の発生数や種との関係を調べた．

調査地および調査方法

北海道十勝管内新得町にある屈足小学校と佐幌小学校で調査を行なった．この２校は校舎

や体育館がほぼ同じ形状をしており，校舎では愛鳥モデル校として建物内部から鳥がよく見

えるようガラスを多用している．また，体育館は自然光の採光のために，南側の壁面が１×

１ｍのガラスを縦７枚，横20枚，垂直に並べた構造になっている．佐幌小学校の体育館では，

過去に鳥類のガラス衝突がしばしば起こったため，その防止のためにガラスの３か所にパー

ドセーバーが貼られているが，貼付後も衝突は起こっている（図１)．
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屈足小学校(図２ａ）は，平たんな農耕地の一角に位置し，学校敷地の東側に交通並の多い

道路が通ってお})，体育館は道路側にある．校舎と体育館の南側にはイチイnzA:zfs

α“ｊｄ上z〃，イチョウＧ伽ﾉｈｇｏ６肋6α，エゾヤマザクラP7w7z2fssa7gE7z城，アサダＯＳかy【ｚ

”o7zica，ナナカマドＳｂγ6"SCO"zﾌｼzな〃の植え込みがあI)，北側には体育館の商さより樹・高

が低いエゾマツPjceα”zOe"sjS，トドマツA6jgssacﾙαﾉ伽9sおの並木がある．また，校舎南

側の職員宿舎の周辺に小さな林がある．

佐I幌小学:佼（図２ｂ）は，周囲を平たんな農耕地と農耕地内に点在する残存林で囲まれ，学

校敷地は交通鮭の多い道路より少し奥まったところにある．体育館より樹高が高いカラマツ

L”なルαe"z"もγi，シラカンバＢｇ如肱伽”ﾉMZzvar.”077ｊｃａの並木が校舎と体育館を取

り囲んでいる．敷地の境界にはシラカンバ，カラマツ，ヤマモミジAcgγｐα"72α”"ｚ

刀zafsz"7z7”e，エゾヤマザクラ，園芸作物などが植えられており，その一部には巣箱が架けら

れている．また周辺の農耕地には残存林が多数存在し，学校周辺の水路に密生している低木

と草本によりそれらが連結されており，鳥類の通路（回廊）となっている．

各小学校の校舎，体育館周辺から校庭，連動場，教員住宅を含め約1.5kmのセンサスコース

を設定し，1994年６月から1994年12月まで月２回(約15日間隔)，日の出後３時間以内に各コ

ースを時速約２kmで歩き片側25ｍ，両側で50ｍの範囲内に出現した鳥類の種，個体数，その

他気付いたことを記録した．調査には倍率10倍の双眼鏡を使用した．衝突死した鳥類につい

ては，センサス調査時に建物周辺で発見したものを拾得したほか，各小学校の教職員，小学

生の協力により収集した．死亡個体については外部形態などにより種，雌雄，成鳥・幼鳥の

別などを調べ，その後解剖して骨折や脳内出血の有無により死因の判断を行なった．

図１．前面にガラスを多用している佐I幌小学校の体育館．

Fig.１．AgymnasiumofSahoroElementarySchoo1．Ｔｈｅｆｒｏｎｔｓｉｄｅｏｆｔｈｉｓｇｙｍｎａｓｉｕｍｉｓ
ｃonstructedoflargepanesofplateglass．
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図２．屈足小学校（a）と佐幌小学校（b）の烏|倣図

Fig.２．Bird's-eyeviewsofKuttariE1ementarySchool（a）andSahoroElementarySchool（b)．
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表１.北海道十勝管内屈足小学校(Ｋ)と佐幌小学校(S)でセンサスにより観察された鳥類の季節変化．

Table１．SeasonalchangesintheNo・ofbirdsobservedbycensusatKuttari(Ｋ)andSahoro(S）
ElementarySchoolinTokachidistrict,Hokkaido．
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結果

屈足小学校と佐幌小学校においてセンサスにより確認された鳥類の半月ごとの個体数を表

１に示す．センサスの結果，屈足小学校では25種498個体，佐幌小学校25種516個体とほぼ同

数の鳥類が記録された．種構成も両小学校でほぼ同じであり，屈足小学校のみで確認された

のはツグミ，エゾセンニュウ，エナガ，佐幌小学校のみで確認されたのはオオジシギ，ヒバ

リ，ムクドリのみで，両小学校とも25種中22種（88.0％）が共通種であった．屈足小学校で

は個体数が最も多かったのはスズメで178個体（35.7％)，次いでコムクドリ（58個体：１１．６

％）アオジ（53個体：１０．６％）ハクセキレイ（50個体：１０．０％）が多かった．佐幌小学校で

も，個体数が最も多かったのはスズメ（152個体：29.5％）であったが，次いで多かったのは

シメ（78個体：15.1％）で，そのほかコムクドリ（41個体：7.9％)，ニュウナイスズメ（３１

個体：６．０％）も多かった．

鳥類の個体数の季節変化は両小学校間で異なり，佐幌小学校では６月の個体数が多かった

が，屈足小学校では７月前半，８月前半，９月後半の個体数が多かった．佐幌小学校には校

舎周辺に多数の巣箱が設置されているため，６月にはこれをもちいて繁殖するコムクドリ，

スズメ，ニュウナイスズメが多数確認されたが，屈足小学校ではハクセキレイを除いて校舎

表２.北海道十勝管内屈足小学校(Ｋ)と佐幌小学校(S)でガラス衝突死した鳥類の季節変化．

Table２．SeasonalchangesintheNo､ofbirdskilledbywindow､collisionsatKuttari(Ｋ)and
Sahoro(S)ElementarySchoolinTokachidistrict,Hokkaido．
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周辺で繁殖する鳥類が少なく，繁殖を終えたスズメ，コムクドリの群れが７月から９月にか

けて校舎周辺をねぐらとしていた．また，シメは７月後半から９月前半にかけて巣立った幼

鳥を含む群れが，特に佐幌小学校でしばしば観察された．

屈足小学校と佐幌小学校においてガラス衝突により死亡した鳥類の半月ごとの個体数を表

２に示す．衝突死は27例中26例（96.3％）とほとんどが佐幌小学校であり，屈足小学校では

７月前半にコムクドリが１羽死亡しただけであった．衝突死数が最も多かった種はシメ（１１

個体，40.7％）で，そのほかの種は１～３個体と死亡個体数が少なかった．また，衝突死し

た鳥類のうちハシブトガラ１個体とゴジュウカラ３個体を除く残りの個体は幼鳥（85.2％）

であった．衝突死の多かった佐幌小学校において，それぞれの種で調査期間を通じて確認さ

れた総個体数と総衝突死数間には相関がなかった（γ＝0.124,Ｐ＞0.1)．

考察

調査を行なった屈足小学校と佐幌小学校は，同じ構造の建物を有し，また鳥類の種構成や

調査期間を通じて観察された全種の総個体数がほぼ等しかったにもかかわらず，衝突死した

鳥類の個体数が大きく異なっていた．以下にその原因について考察する．

佐幌小学校において，それぞれの種のセンサスで確認された総個体数と総衝突死数間に相

関がなかったことにより，観察個体数の多い鳥が必ずしも多く衝突死しているわけではない

ことが明らかになった．北海道十勝管内糠平町で周辺の鳥類群集と衝突死する鳥類の関係を

調べた溢谷ほか（1999）でも同様な結果が得られており，鳥類の種によって衝突死のおこり

やすさに差のあることが示唆されている．本調査で衝突死の最も多かったシメは，北海道東

部でガラス衝突した鳥類300個体を調査した柳川･溢谷（1998）においても，死亡個体数が最

も多い種であった(46個体，全体の15.3％)．アメリカやカナダで鳥類のガラス衝突死を研究

しているＫｌｅｍ(1990）も地上で採食するフィンチ類は衝突を起こしやすい鳥類であるとして

いる．シメは７月後半以降，特に佐幌小学校で校庭の地面などで幼鳥を多く含む集団で採餌

する姿がよく観察されている．これらの集団は人やイヌ，ネコなどの接近によって驚き，一

斉に飛び立つ例がしばしば見られており，この際に衝突死する機会が多くなるのであろう．

また，シメの直線的で比較的速度の速い飛び立ちも，ガラスなどの障害物を回避するのを困

難にさせ，事故を多発させる一因であると思われる．シメの個体数に両校間で差のあった理

由は明らかではないが，樹高の低い針葉樹に囲まれた屈足小学校に比べ，佐幌小学校は針葉

樹・広葉樹の高木・低木などに囲まれた校庭で，周囲の植生構造が複雑であったため，シメ

にとって好ましい環境であった可能性がある．以上のことから，衝突死の最も多かったシメ

の個体数の差が，両校間で衝突死数に差のあった第一の原因であると考えられる．

また，衝突死した鳥類のほとんどが幼鳥であったことから，校舎周辺で繁殖する鳥類の多

少が衝突死の個体数に影響したことが考えられる．衝突死に関するいくつかの研究（Bauer

l960，Harpuml983）で，障害物を避けることを経験していない鳥類が窓に衝突しやすいと
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指摘されている．人家周辺で最も一般的に繁殖するスズメは，経験的にガラス窓の危険‘性を

学習していると思われ，今回の研究でもセンサスによる観察個体数が最も多い種であったに

もかかわらず，衝突死した個体は幼鳥２個体であった．スズメにおいても幼鳥はガラス窓の

危険性を学習しておらず，飛び方も未熟であるため成鳥に比べて衝突死の可能性が高くなる

と思われる．同様のことは，同じく校舎周辺で巣箱を使って繁殖するコムクドリやニュウナ

イスズメにもあてはまるであろう．佐幌小学校では巣箱などの設置により校舎周辺で繁殖す

る鳥類が多かったため，巣立ち直後の幼鳥など，より衝突を起こしやすい個体が多かったと

思われる．

そのほか，佐幌小学校で衝突死したノゴマ，アカハラ，キビタキ，ハシブトガラ，ゴジュ

ウカラ，アオジについては，これらの種が森林性，あるいは，やぶ地を好む鳥類であること

から，学校周辺の環境の影響もあると思われる．屈足小学校，佐幌小学校とも周辺を農耕地

に囲まれているが，佐幌小学校周辺の農耕地には残存林が多数存在し，これらの林は学校周

辺の水路にそって密生する低木と草本により連結されている．この低木と草本が構成するや

ぶが鳥類にとって回廊となっており，それを経由して移動する途中の鳥類が佐幌小学校でガ

ラスに衝突した可能性もある．

以上に述べてきたように，ガラスを多用した同じ構造の建物を有し，周辺の鳥類の種構成

や総個体数がはぼ同じ２か所の小学校で，衝突死する鳥類の個体数が異なった理由にはいく

つかの要因が考えられた．また，これらの要因はそれぞれが独立したものではなく，複雑に

関係しあっていると思われる．アメリカ，カナダでの研究によってＫｌｅｍ（1989）が述べてい

るように，ガラス衝突死の起こる原因は複合的なものである．衝突死の多少には，周辺の植

生などの環境，誘因物の有無，衝突死を起こしやすい鳥類の個体数などの要因が複合して作

用していると思われる．そのため，ガラスを多用した建物の存在やそのガラス周辺の鳥類個

体数の増加は，衝突死数の増加にとって必要条件となりえても十分条件にはなりえない．し

たがって，これらの衝突死を防除するより有効な手段を考えるためには，衝突死する鳥類の

種や年齢，周囲の環境や誘因物の有無，衝突の起こった状況の把握などのより詳しい解析が

必要で，その解析結果により誘因物の除去やバードセイバーの貼付などより有効な手段を考

えるべきであろう．
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要約

1．北海道十勝管内の２か所の小学校で，建物の周辺環境（植生や人工建造物)，鳥類相と衝突死す
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る鳥類の個体数の関係を調べるため,1994年６月から12月まで調査を行なった.調査を行なった新

得町立屈足小学校と佐幌小学校はガラスを多用した同型の体育館を有していた．

2．ラインセンサスの結果，屈足小学校では25種498個体，佐幌小学校では25種516個体の鳥類が観察

された．屈足小学校では，スズメが最も多く（178個体：35.7％)，次いでコムクドリ(58個体：１１．

６％)，アオジ（53個体：１０．６％)，ハクセキレイ（50個体：10.0％）が多かった．佐幌小学校では

スズメ（152個体：29.5％）が最も多く，次いでシメ（78個体：15.1％）が多かった．

3．佐幌小学校では10種26個体のガラス衝突した鳥類が拾得されたが,屈足小学校ではｌ個体のみで

あった．衝突死が最も多い鳥類はシメで11個体(40.7％)であった．死亡した鳥類はほとんど(８５．

２％）が幼鳥であった．

４．佐幌小学校の周辺では，巣立ちしたシメの幼鳥の群れが採食するのがしばしば観察された．ま

た,佐幌小学校にはスズメ類やムクドリ類のための巣箱も架設されており，ホオジロ類が好むやぶ

地も備わっていた．

５．両校間の衝突死個体数の差は，特にシメなどの建物周辺で繁殖,採餌する鳥類の個体数の違いに

起因すると思われた．
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Bird-windowcollisionsattwoelementaryschoolsinTokachi

district,Hokkaido

8７

HisashiYanagawa＆TatsuoShibuya＊

LaboratoryofWildlifeEcology,ObihiroUniversityofAgricultureandVeterinaryMedicine，

Inada-cho,Obihiro,HokkaidoO80-8555

１．Toinvestigatetherelationshipsbetweenbird-windowcollisions，thesurrounding

environments(vegetation,buildings,andotherman-madestructures)andbirdpopula‐

tions，ｗｅconductedobservationsattwoelementaryschoolsinTokachidistrict，

Hokkaido,fromJunetoDecemberl994・ＢｏｔｈKuttariandSahoroElementarySchool

hadsimilar,structurallyglazedgymnasiums、

2．Weobserved498individualbirdsof25speciesand516individualbirｄｓｏｆ２５ｓｐｅｃｉｅｓ

ｂｙｌｉｎｅｃｅｎｓｕｓａｔＫｕｔtariandSahoroElementarySchools,respectively､AtKuttari

ElementarySchool,themainspecies(､≧50)ｗｅretheTreeSparrowRzsseγ”o"如宛zfs

（178individuals,35.7％)，theGreyStarlingSr"〃ｚ４ｓα"g”cez4s(58,11.6％)，theBlack

-facedBuntingE〃69雄αゆ0.りc幼伽zjα(53,10.6％)，andthePiedWagtailM0”"Ａｚ

ａﾉ6α(50,10.0％)．AtSahoroElementarySchool,ｔｈｅｍｏｓｔｃｏｍｍｏｎｓｐｅｃｉｅｓｗａｓｔｈｅ

ＴｒｅｅSparrow(152,29.5％)，followedbytheHawfinchCocco伽zzzjs魅ＣＯＣ“jh7tzz4s鱈

（78,15.1％)．

3．Twenty-sixwindow-killedcarcassesoflOspecieswerecollectedatSahoroElemen、

tarySchooLOntheotherhand，onlyonebirdwaskilledbywindow-collisionat

KuttariElementarySchool・Thespecieswiththehighestnumberofcasualtiesdueto

windowcollisionswastheHawfinch(llindividuals:40.7％)．Mostofthecasualties

werebyfledglings(85.2％)．

4．ItwasobservedthatfledglingsofHawfinchesfedaroundthebuildingsofSahoro

ElementarySchool・Ｔｈｅｓｃｈｏｏｌａｌｓｏｈａｄｎｅｓｔｂｏｘｅｓｆｏｒｓｐarrowsandstarlings，ａｎｄ

somebushgoodhabitatforbuntings、

5．Itseemsthatdifferencesofnumbersofbirdskilledbywindow-collisionswererelated

tothedifferencesofnumbersofbirds(especiallytheHawfinch)breedingandfeeding

nearthebuildings・

Ｋ２ｙ”0砥:６城Ｈｂﾙﾉｬz此わ,”0”ﾉijbﾉ,，”"jcz伽卸,加加｡b”-CO"ｉｓわれｓ

＊Presentaddress：AkkeshiWaterfowlObservationCenter，２－３０hbetsu，Ohta-mura，

Akkeshi,HokkaidoO88-1136,Japan


